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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は種数-面積関係に基づいて，河川の種数決定要因を明

らかにすることである．調査の過程でいくつかの未記載種が見出されたため，このうちドジョ

ウ科シマドジョウ属魚類の 1 新種 2 新亜種を，また，ヒメドロムシ科カラヒメドロムシ属の 1

新種を九州北部から記載した．これにより 40水系における純淡水魚類，水生甲虫類，二枚貝類

の種数を決定することができた．現在，河川規模やいくつかの環境構造と種数との関係につい

て解析を行っている最中である． 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to reveal the determining factor of 
species richness in river based on species-area relation. I described one new species 
and two new subspecies of spined loach (Cypriniformes, Cobitidae, Cobitis) and one new 
species of elmid beetle (Coleoptera, Elmidae, Sinonychus) from northern Kyushu, Japan. 
As a result, I decided the species number of genuine freshwater fish, water beetle, and 
freshwater mussel in 40 river systems. Now I am continuing to analyze about the 
relationships between species number and river scale or some environmental structure. 
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１．研究開始当初の背景 
 一般的にある生態系の種数は緯度間や環
境間において異なるが，似たような緯度・環
境間では，その面積と高い相関があることが
知られている。特に種数と島嶼の面積の関係
については数多くの研究がなされている。し
かしながら，同じ面積の島においても緯度が
異なればその種数の傾向は異なるし，異なる
分類群，例えば鳥類と昆虫類を比較した場合
においてもその傾向は異なる。したがって，
種数と面積の関係は生態系にあるひとつの
一般側を映し出してはいるものの，その成立

様式については不明な点が多く，さらに記載
的事例を積み重ねていく段階にある。 
 河川は上流から下流へと水が流れる特殊
な生態系であり，特に海や山を越えて移動す
ることが出来ない純淡水魚類や水生甲虫類
にとって，一つの水系は一つの島と同様に比
較的閉じた生息空間と捉えることができる。
しかし，これまでに河川規模と種数の関係に
言及した研究例はほとんどない。申請者はこ
れまで九州全域を対象として，特に生物地理
学的観点から河川性生物の分布パターンに
ついての調査研究を行ってきた。その中で，
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同一地域内において純淡水魚類の種数と河
川長の間に明瞭な相関関係があることを見
出し，それはべき乗側に従うことがわかった
（中島ほか，2006）。この結果から，純淡水
魚類の種数を決定する要因の一つとして河
川規模が重要であることが明らかとなり，河
川性生物の一河川あたりの種数も種数-面積
関係に類似した何らかの法則性を持って成
立しているものと推察された。 
 
２．研究の目的 
 第一の目的は，従来知られていた種数-面積
の関係が種数-河川規模においても成立する
のかを検証することにある。これまで種数と
河川規模の関係を検証した事例はほとんど
ない。二つ目は，異なる 2 地域で異なる 3 分
類群を対象に調査を行うことで，より一般性
の高い種数と河川規模の関係を明らかにす
ることにある。 
また，本研究課題はその目的を基礎的な生

態学的現象の解明においているが，得られる
分布データは保全上重要な基礎データとな
り，河川の種多様性を決定する環境要因の解
明は，生物多様性保全を目的とした効果的な
自然再生手法の確立にも活用が可能である。 
 
３．研究の方法 
（１）対象とする生物 
水系間での移動能力が低く，種多様性が高

く，形態での分類体系が比較的定まった分類
群として，今回は純淡水魚類，水生甲虫類（ド
ロムシ科，ヒメドロムシ科），淡水二枚貝類
（イシガイ科）を対象として調査を行った。 

 
（２）対象とする地域 
九州北部の大小様々な 40 水系を対象とし

た。九州北部地域では東部と西部において地
史的背景や生物相が異なるので，東部地域の
20水系と，西部地域の 20水系を対象とした。 

 
（３）種数の調査方法 
野外採集調査と文献調査を併行して行っ

た。純淡水魚類についてはこれまでの調査研
究データとあわせて，補足的に投網やタモ網
による採集調査を行った。水生甲虫類につい
てはこれまでの調査研究データとあわせて，
主に成虫の出現期である夏季を中心に適宜
採集調査を行った。二枚貝類については既存
データが不足しているので，秋季～冬季の水
位低下時に採集調査を行った。また，別途過
去の文献等による分布情報の収集を行った。 

 
（４）種数の決定とデータ解析 
調査の結果，未記載種が存在することが明

らかとなったため，これらの分類学的位置付
けを確定すべく，分類学的研究を優先して行
った。その後，各水系での種数を確定し物理

環境データとの対応を調べた。 
 
４．研究成果 
（１）種数の確定（魚類） 
九州北部の博多湾流入河川から記録され

ていたスジシマドジョウ中型種博多型，遠賀
川水系から記録されていたスジシマドジョ
ウ中型種遠賀型，有明海流入河川から記録さ
れていたスジシマドジョウ小型種九州型に
ついて，分類学的研究を行い，これらのうち
前 2型は瀬戸内海流入河川に広く分布するチ
ュウガタスジシマドジョウの新亜種として
定義づけることが妥当と考えられ，それぞれ
ハカタスジシマドジョウ Cobitis striata 
hakataensis，オンガスジシマドジョウ C. s. 
fuchigamiiとして記載を行った。また，スジ
シマドジョウ小型種九州型については，本州
産の他の小型種各型との比較から，独立種と
することが妥当と考えられ，アリアケスジシ
マドジョウ C. kaibaraiとして新種記載を行
った。これにより各水系の純淡水魚類の種数
を確定することができた。 
 
（２）種数の確定（昆虫類） 
 山国川水系から採集したヒメドロムシ科
の一種について分類学的研究を行い，カラヒ
メドロムシ属の未記載種であることが明ら
かとなったため，キュウシュウカラヒメドロ
ムシ Sinonychus tsujunensis として新種記
載を行った。ただし，平成 24 年度は水生甲
虫類の調査に適した夏季に九州北部豪雨等
の大規模災害が重なり，目標としていたレベ
ルでの採集調査を実施することができなか
った。 
 

図．記載を行ったキュウシュウカラヒメドロ
ムシ（左）とスジシマドジョウ各種・亜種（右） 
 
（３）種数の確定（二枚貝類） 
 遠賀川水系から得られたニセマツカサガ
イ属の一種は，形態的に模式産地（福岡県矢
部川水系）のものと異なり，現在調査を進め
ている。また，文献調査により那珂川水系か
らの古いオバエボシガイの記録，近年の釣川
水系からのドブガイモドキの記録を見出す
ことができた。 
 
（４）データ解析 
 数値地図を用いて各水系の幹川流路延長，
流域面積，一次支川数，源流の標高等のデー



タを取得した。また，GIS を用いて海水面低
下時の流路形態についてのデータも取得し
た。各水系での各分類群での種数が決定し次
第，順次解析を進める予定である。 
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